



Kansei Development Educational Process in“Japanese Culture”





The Tea Ceremony is a traditional Japanese art that has a long history with deep philosophi-
cal roots and reflects the very core of the Japanese spirit and soul.“Japanese Culture”is a
 
unique program of the Department of Kansei Design in Hachinohe Institute of Technology,
mainly focusing on practical experience of“Tea Ceremony”.In this brief paper,we wil report
 
the outline of the educational process and its successful result.
:Japanese Culture,Tea Ceremony,Kansei Design
 









































































































写真2 真行草の礼を学ぶ 写真5 盆略手前を体験する
写真3 茶花を活ける 写真6 南部会館での茶会体験実習①
写真4 客をもてなす 写真7 南部会館での茶会体験実習②
4. 主体的活動への展開
(1) アメリカWesley大学記念茶会開催
平成19年6月17日から27日までの11日
間，感性デザイン2学年全学生48名を含む57
名の学生が参加し，アメリカでの海外研修が実
施された。コミュニケーション能力育成，異文
化理解，芸術鑑賞を目的として，姉妹校のWes-
ley大学，および，ワシントン，ニューヨークを
訪問した。
特に，Wesley大学では，本科目で茶道を学ん
だことを生かし，日本文化の一端を紹介しつつ
異文化交流を図る目的で，記念茶会が開催され
た。地元ドーバー市の市長，Wesley大学学長ほ
かESLクラスの担当教員を招き，茶道を体験
していただいた。本茶会はすべて感性デザイン
学科現3学年有志学生の企画によるもので，出
発1ヶ月前より精力的に準備に取り組んだ。当
日は司会担当の学生が英語による解説を行い，
厳粛な雰囲気のもと御点前が披露された。地元
メディアの注目を集め，翌日の新聞に掲載され
た。客として列席したWesley大学学長より，
「緊張感のある感動を味わうことができた」との
高い評価をいただいた。茶会終了後は，Wesley
大学の学生も参加し，実際に茶を点てる体験を
してもらった。自分で茶道を体験するだけでは
なく，自国の文化として「伝える」という活動
を行うことは，異文化コミュニケーションの上
で大変有意義であったと思われる。写真8～11
は，記念茶会の模様である。
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写真8 学生による御点前披露
写真9 御運び担当の学生たち
写真10 お茶を楽しまれるお客様方
写真11 茶道を体験するWesley大学学生
(2) 学園祭茶会開催
茶道実習での体験は，茶道愛好会結成という
学生の自主的活動に発展した。平成19年・20年
と学園祭において茶会を開催し，多くの来場者
に茶道を楽しむ場を提供した。その成果として，
今年度は展示部門で学長賞を受賞することがで
きた。学生たちの努力と創意工夫の賜物である。
写真12～14は，学園祭茶会の模様である。
5. 成果と展望
以上のように，本科目では茶道実習を中心と
した体験型教育を実践してきた。以下に，今年
度の受講生の感想レポートをいくつか紹介す
る。
(1) 正客を初めて体験し，とても緊張したが
楽しかった。先生にお点前を誉めていた
だいたのが嬉しかった。
(2) 思っていた通り一つ一つの動作が難し
く，慣れないことの連続で戸惑ったが，
日本の文化を身につけて日本人として
の誇りを持ち，日々生きていこうと誓っ
た。
(3) 今日のお茶会はとても楽しかった。お茶
を点てるのはやっぱり楽しい。お茶には
場を華やかに楽しくする力があると
思った。
(4) 今回の茶道実習は日常生活では体験す
ることのない貴重な体験となった。現在
は昔に比べて礼儀を忘れた社会になっ
てしまっている。この授業で経験したこ
とを活かしていきたい。
(5) 今日はもてなす時の心を学べたと思う。
相手を思いやる気持ちを持つというこ
とが一番大事であるということを再認
識した。
以上のように，本科目における学習成果と実
習内容への満足度がともに高いことがわかる。
今後は，内容や指導体制をさらに工夫し，学生
にとって実りの多い科目となるようにしたい。
特に，次年度から感性デザイン学科は「ビジュ
アルデザインコース」「住環境デザインコース」
の2コース制を敷き，デザイン教育重視の方向
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「日本の文化」における茶道実習を中心とした感性育成教育の取り組み（川守田）
写真12 平成19年度学園祭茶会（KDプラザ）
写真13 平成20年度学園祭茶会（K203教室）
写真14 学園祭展示表彰
に向かう。本科目においても，従来の実習内容
に加え，日本の伝統文化への理解に根ざした新
しい和文化の創造・デザイン，および，その効
果的な発信につながるような何らかのプログラ
ムを新たに設定したいと考えている。また，学
園祭茶会での成功を基盤に，入学式・卒業式で
の呈茶など，諸行事での活動の範囲をさらに拡
大していけるように努力していきたい。
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